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I 超長文読解問題。全体の主題を読み取る力、文の構造を把握する力、文の意味を前後

の文脈に即して解釈する力、及び成句・比喩的な表現を理解する力を問う。 

問 1 は和訳。odds、empathize、slim to none などの語句を正しく訳し、また that server … 

at the menu の部分が文法上 that server が empathizing 以下の動名詞句の意味上の主語に

なることを把握する力を求める。 

問 2 は和訳。文章中の重要概念である operational failures の内容を構成する語句、および

（given that が条件節を導くことを理解した上で）節の内容を正しく訳せるかを問う。 

問 3 は、文の主語となる they、および its core values の its の指示内容を見きわめ、慣用

表現 speak to の意味を正しくとれるかを問う。 

 

問 4 は、慣用表現 a good job の意味を推測しつつ、人称代名詞 It が指す内容を正しく把握

する力を求める。 

問 5 は、慣用表現 might as well. . .の否定形、および動詞 bother の組み合わせが作る意味

を正しく汲みとれるかを問う。 

問 6 は、acceptable loss の概念を具体例を交えて説明し、また works both ways という表

現における both ways が指す二つの内容を正しく示せるかを問う。 

問 7 の正解は、（A）ホ、（B）イ、（C）へ、（D）ニ、（E）ロ。 

問 8 の正解はロ。 

問９の正解は compromise。 

II 提示された「ことわざ」について論じる英作文の問題。正しい文法と語法の理解にも

とづき、多様な語彙を用いて叙述する力（language）、情報を分析し、能動的に考えて意味

を発信する力（content）、適切な形式をもって論理的に文章を構成する力（organization）
を測る。 


